
 

 

 

 

 

学園の様々な活動が活発に行われた令和５年度。野沢温泉学園地域支援センターとして、ボランティ

アの皆様、地域の皆様と共に、子どもたちの成長を見守り、支援できたことをとても嬉しく思います。こ

こにその様子をご報告すると共に、皆様の一年間のご支援に心より感謝申し上げます。 
 

「職場体験」（中学２年生キャリア学習） 

 中学２年生は、１０月２６日、２７日の２日間に職場体験学習を実施し

ました。河野千枝子さんのマナー講座を受け、各事業所に自分たちで

連絡をとって準備を進めました。 

行くまでは不安だった生徒たちも、事業所のみなさんに支えていた

だき、「将来ここで働きたいと思った」「測量や操縦など体験させても

らい、こういう職種もいいなあと思った」「お客さんが商品を見るだけでも楽しんだり満足したりできる

ような並べ方をしていることがわかった」等の感想を述べていました。また、受け入れ事業所からは「ア

ドバイスを受け止め改善して取り組む姿に好感が持てた」「働いて稼ぐということを身近に見られるこ

の村で、なぜ冬に海外からもお客様が来るのかを、考え、感じてほしい」等のご意見をいただきました。 

職場体験を通して得た気づきや視点は、自分の進路を考える力になると同時に、村の可能性に気づ

いたり、社会について考える力にもつながるように思います。ご協力いただ

いた事業所の皆様、大変ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

「ふれあいリズムダンスコンクール」（小学２年生） 

キラキラの笑顔とキレのよいダンスで全国大会に出場し、見事「文部

科学大臣賞」を受賞した小学２年生のみなさん。「金メダルがほしい」

「お家の人にほめてもらいたい」等、一

人一人が願いをもち、担任の先生のご

指導のもと、気持ちを一つにして毎日が

んばってきました。練習には、河野沙織

さんが６月から５回にわたって支援に来

てくださり、担任の先生の振付やフォーメーションの相談にも乗ってく
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ださいました。また、社会体育館での練習の際に公民館の方がいつも温かく声をかけてくださったり、

村の総合文化祭でみなさんから大きな声援をいただいたりと、子どもたちと先生の挑戦を、地域として

も微力ながら見守ってこれたように思っています。金メダル、よくがんばったね。おめでとう！ 
 

「道祖神祭り 灯篭奉納」 （小学６年生） 
 １月１５日夜、小学６年生の灯篭が見事に奉納されました。総

合の時間に道祖神祭りについて学び、自分たちの灯篭を出し

たいと願った子どもたちは、野沢組の惣代さんにお願いに伺

い、お話をお聞きしました。森 喜一さんからは道祖神の歌が

もつ意味を教えていただき、教室で毎日練習しました。また、

自分たちで温泉卵をつくり、朝市で販売して費用の一部を賄

ってきました。子どもたちの努力も、先生、保護者のみなさん

のお力添えも大変なものだったでしょう。全力で奉納を終え、

「すごい感動した」「今までで一番楽しかった」と口々に語る子

どもたち。村の大人は、そんな子どもたちの姿から感動をもら

い、活力をもらいました。子

どもが地域の活動に関わ

り、地域がその活動を支える

ことで、地域みんなが元気に

なる。まさにそのことを実感

させる６年生の姿でした。 
  

「ボランティアのつどい」 （地域支援センター） 
 １１月２０日、ボランティアさん、学園職員等、約３０名が参加し

て、小学校のボランティアルームで「ボランティアのつどい」を開

催しました。最初に、中学校の総合の時間の様子を、画像を交え

てお聞きしました。探究的に活動し提案を形にする姿に「中学生

になるとすごいね」の声が上がりました。後半は小グループでの

意見交換です。あるグループは「村へ帰ってくる子どもたちに」を

話題に、「活動する中で村のよさが子どもの心の片隅に残るとい

い。そのためには、大人が楽しむことが大事」「コミュニティの良さ、人とのつながりのよさを、地域の方

と関りをたくさんもつ経験を通して伝えられたら」「人とのつながりのよさは災害にも強いということで

すよね」等々、和やかに意見を交わしていました。 

 この会は、子どもたちの育ちを支えたい、考えたいと思う様々な立場のみなさんが顔を合わせ、活動

を振り返ったり、思いや願いを語り合ったりできる、年に１度の機会です。思いは口に出すことで、つな

がり、ふくらみます。そのようにして、楽しかったね、次はこんなことをやってみたいね、と大人が笑顔で

話せる機会は他になかなかありません。ご参加いただいたみなさん、ありがとうございました。 
 

４月から各校園は新たな活動を始めます。ご都合がつくようでしたら、一緒にやってみませんか。 

・支援ボランティアの希望は随時受付中です。 
連絡先：野沢温泉学園地域支援ボランティアセンター（野沢温泉村教育委員会内） 担当：藤村 TEL:85-3115 


